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放
射
能
汚
染
に
よ
る
健
康
へ

の
不
安
が
広
が
り
、
若
い
お
母

さ
ん
な
ど
か
ら
健
康
影
響
調
査

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
大
内
久
美
子
県
議
は
予
算

特
別
委
員
会
で
、
「
低
線
量
被

ば
く
に
よ
る
健
康
被
害
は
不
明

点
が
多
く
、
長
期
に
わ
た
り
健

康
状
態
を
見
守
る
必
要
が
あ

第４回定例会特集 

（１２月２日～２０日） 

昨
年
は
大
震
災
と
原
発
事
故
と
い
う
、

戦
後
か
つ
て
な
い
危
機
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
社
会
や
政
治
、
自
ら
の
生
き
方
が

問
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
今
年
は
復
興
を
中
心
に
、
福
祉
と
防
災

の
ま
ち
づ
く
り
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し

て
、
希
望
が
も
て
る
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

 
「
放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
を
守
り
た

い
」
と
若
い
お
母
さ
ん
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
 

 
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
で
農
協
や
医
師
会
な

ど
と
の
共
同
が
広
が
り
、
斎
藤
浩
県
医
師

会
長
は
「
国
民
皆
保
険
は
日
本
の
文
化
で

あ
り
、
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
断
固
阻

止
」
と
訴
え
ま
し
た
。
 

 
東
海
村
の
村
上
村
長
は
「
故
郷
と
住
民

を
守
る
た
め
、
危
険
な
原
発
か
ら
撤
退

を
」
と
表
明
し
て
い
ま
す
。
 

 
保
育
制
度
や
医
療
、
年
金
の
改
悪
、
消

費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
国
民
を
苦
し

め
る
政
治
を
や
め
さ
せ
る
た
め
、
多
く
の

方
々
と
共
同
を
広
げ
て
と
り
く
む
決
意
で

す
。
 

 
国
民
を
苦
し
め
る
大
も
と
は
、
財
界
中

心
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
政
治
で
す
。

こ
れ
を
変
え
る
、
新
し
い
政
治
の
流
れ
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

 
東
海
第
二
原
発
は
、
八
月
に
定
期
検
査

が
終
わ
り
ま
す
。
再
稼
働
を
許
さ
ず
、
廃

炉
に
さ
せ
る
よ
う
、
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ

う
。
 

 
 

茨
城
県
議
会
議
員 

る
」
と
の
べ
、
子
ど
も
や
妊
産

婦
、
希
望
者
に
内
部
被
ば
く
検

査
や
尿
検
査
、
甲
状
腺
超
音
波

検
査
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
 

 
橋
本
知
事
は
「
原
発
事
故
後

２
７
０
日
経
過
し
て
お
り
、
正

確
な
被
ば
く
の
評
価
が
困
難
。

現
時
点
で
内
部
被
ば
く
検
査
な

ど
の
健
康
調
査
は
必
要
な
い
。

特
に
心
配
の
場
合
は
保
健
所
で

個
別
に
対
応
す
る
」
と
答
え
ま

し
た
。
 

 
大
内
県
議
が
所
属
す
る
保
健

福
祉
委
員
会
で
も
、
全
員
一
致

で
健
康
影
響
調
査
の
実
施
を
求

め
る
こ
と
を
県
保
健
福
祉
部
に

申
し
入
れ
ま
し
た
。
 

 
申
し
入
れ
書
は
、
子
ど
も
や
妊

産
婦
、
希
望
者
に
対
す
る
放
射
線

被
ば
く
健
康
調
査
の
実
施
、
検

査
・
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。 

 
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
「
一
部
損
壊
」
の
住
宅
に

は
全
く
支
援
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
第
４
回
定
例
会

に
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
に

初
め
て
利
子
補
給
事
業
が
予

算
化
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
支
援
が
な
い

「
一
部
損
壊
」
へ
の
県
独
自

支
援
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
て
利
子

分
を
ゼ
ロ
に
す
る
支
援
や
修

繕
費
助
成
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
の
制
度
創
設
を
提
案

し
ま
し
た
。 

 
大
内
県
議
は
さ
ら
に
農
産
物
な

ど
食
品
の
検
査
体
制
の
強
化
と
国

際
標
準
か
ら
み
て
高
す
ぎ
る
食
品

の
暫
定
規
制
値
の
見
直
し
を
要
望

し
ま
し
た
。 

予算特別委員会で質問する

大内県議（12月15日） 

被災者支援を県内の市町村議員

とともに県に要請する大内県議

（右）（写真は11月９日の第６

次要請） 
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特
別
支
援
学
校
（
養
護
学
校
）

の
児
童
生
徒
が
年
々
増
加
し
、
教

室
不
足
が
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
父
母
や
教
職
員
は
施
設

改
善
を
求
め
県
議
会
に
請
願
を
提

出
し
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
予
算
特
別
委
員
会

で
、
不
足
教
室
が
10
年
間
に
２

倍
以
上
に
増
え
て
い
る
実
態
を
示

し
、
２
０
１
０
年
に
つ
く
っ
た
整

備
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
を
提
起

し
ま
し
た
。
 

 
日
本
原
電
は
、
東
海
第
２
原
発
は

震
災
時
「
安
全
に
冷
却
で
き
た
」
な

ど
と
い
う
新
聞
広
告
を
12
月
の
各
紙

に
掲
載
し
ま
し
た
。
 

 
東
海
第
２
原
発
は
震
災
直
後
、
原

子
炉
は
自
動
停
止
し
ま
し
た
が
、
外

部
電
源
を
喪
失
し
、
非
常
用
発
電
機

１
台
も
停
止
し
ま
し
た
。
大
内
県
議

は
予
算
特
別
委
員
会
で
、
原
子
炉
の

冷
却
が
十
分
す
す
ま
ず
、
停
止
後
も

通
常
運
転
時
と
変
わ
ら
な
い
状
態
が

７
時
間
続
い
た
と
指
摘
。
注
水
と
圧

力
上
昇
を
抑
え
る
弁
の
操
作
を
頻
繁
に
繰

り
返
す
「
綱
渡
り
」
の
操
作
が
続
き
、

「
安
全
に
冷
却
」
な
ど
と
は
い
え
な
い
と

き
び
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
 

 
県
内
の
学
童
保
育
数
は
６
３
０
ヵ

所
、
２
万
３
千
人
の
子
ど
も
た
ち
が

通
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
施
設
・
設

備
の
不
備
や
大
規
模
化
、
運
営
費
の

少
な
さ
な
ど
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。
保
健
福
祉
委
員
会
で
大
内
県
議

は
、
「
独
自
補
助
が
な
い
の
は
近
県

で
本
県
だ
け
」
と
指
摘
し
、
大
規
模

化
の
解
消
や
指
導
員
の
待
遇
改
善
で

の
県
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
 

 
茨
城
大
学
地
域
総
合
研
究
所
が
水
戸

市
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お

こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
東
海
第
２
原
発
の

今
後
に
つ
い
て
、
「
運
転
停
止
し
た
ま

ま
廃
炉
」
34
％
、
「
耐
震
・
防
潮
対

策
の
徹
底
ま
で
再
開
す
べ
き
で
な
い
」

40
％
、
「
再
稼
働
は
凍
結
し
、
白
紙

か
ら
議
論
す
べ
き
」
15
％
と
、
運
転

再
開
に
慎
重
な
考
え
を
も
つ
人
が
89

％
を
占
め
ま
し
た
。
 

 

栃木 
小規模施設、障害児受け入

れに補助 

 

群馬 

小規模施設、障害児受け入

れ、長時間開設、指導員複

数配置に補助 

 

埼玉 
小規模施設に補助、障害児

在籍に指導員加算 

千葉 小規模施設に補助 

茨城 なし（０８年度に廃止） 

父
母
や
教
職
員
か
ら
の
請
願

提
出
に
同
席
す
る
大
内
県
議

（
右
か
ら
２
人
目
）
。
右
端

は
田
山
議
長
（
当
時
） 

 
小
野
寺
教
育
長
は
、
生
徒
児
童
数

が
３
６
６
人
と
県
内
一
過
密
状
態
の

つ
く
ば
養
護
学
校
に
つ
い
て
、
「
仮

設
の
設
置
や
増
築
で
対
応
し
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 
大
内
県
議
は
東
海
第
２
原
発
は
33
年

も
運
転
し
て
い
る
老
朽
原
発
と
指
摘
し
、

再
稼
働
中
止
と
廃
炉
を
求
め
ま
し
た
。
橋

本
知
事
は
「
県
原
子
力
安
全
対
策
委
員
会

で
検
証
し
、
県
議
会
や
地
元
自
治
体
と
協

議
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

東海村にある日本原電の

東海第２原発 

４ ４ 

な る べ

く早く運

転再開 

耐 震・防 潮

対策を徹底

するまで運

転 再 開 す

べきでない 

再稼働は凍

結し、東海第

二原発の今

後 に つ い て

白 紙 か ら 議

論すべき 

現 在 の

老朽化し

た 原 子

炉 に 変

わる新型

炉を新設

する 

運 転 を 停

止 し た ま

ま 廃 炉 に

向 け て 準

備し、原子

炉の増設

はしない 

 
第
４
回
定
例
会
で
野
田
首
相
が
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
参
加

を
事
実
上
、
表
明
し
た
こ
と
に
抗
議

す
る
意
見
書
が
、
日
本
共
産
党
、
自

民
党
、
公
明
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。
民
主
党
、
み
ん
な

の
党
は
反
対
し
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
予
算
特
別
委
員
会

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
農
業
産
出
額
第

２
位
の
本
県
農
業
や
地
域
産
業
に
大

打
撃
と
な
る
と
の
べ
、
県
に
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
各
分
野
の
影
響
調

査
、
県
民
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
お

こ
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。
 

●農業産出額（08年度） 

 4,284億円 

     2,803億円に減少 

●影響額 1,481億円 

  （農業産出額の35％） 40 １５ ３４ 

（茨城大学地域総合研究所「水戸市民アンケート」より） 

  
父
母
や
教
職
員
か
ら
私
学
助
成
を

拡
充
し
、
教
育
費
の
父
母
負
担
の
軽
減

を
求
め
る
請
願
が
、
６
万
２
千
余
の
署

名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は

請
願
提
出
に
同

席(

写
真)

し
、

請
願
趣
旨
の
実

現
を
要
請
し
ま

し
た
。
（

12

月
２
日
） 


